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１． 事業者名 株式会社　友田組

２． 代表者氏名 代表取締役　友田　宏義

３． 所在地 本社：　静岡県榛原郡川根本町久野脇655番地の66
資材置場：　静岡県榛原郡川根本町下長尾2278-1

４． 事業活動 建設業（土木、とび・土工、石、舗装、水道施設工事業）

５． 従業員数 9名

６． 環境管理責任者　 藤中　康彦
連絡担当者 大沼　さゆり

７． 連絡先 TEL　（0547）-56-0281 FAX　（0547）-56-1641
E－ｍａｉｌ：　adv@tomodagumi.net

８． 建設業許可
建設業
静岡県知事許可　（特ー２）　第４９２４号
許可業種：土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、舗装工事業、水道施設工事業
許可年月日：令和2年5月23日 有効期限：令和7年5月22日

９． 事業の規模
① 設立（現在地）
② 事業規模

単位 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

百万円 150 158 233 322 227

人 9 9 9 9 9

ｍ2 125.1 125.1 125.1 125.1 125.1

ｍ2 192.6 192.6 192.6 192.6 192.6

１０． 事業年度　　
５月１日～翌年４月３０日

１１． レポートの運用期間及び発行日

１２ 認証・登録の対象範囲
全組織、全活動が対象

対象組織：本社、資材置場

部門
現場
部門

資機材置場

環境経営レポート運用期間（2022年5月1日～2023年4月30日）

Ⅰ　組織の概要

環境経営レポート発行日（2023年8月24日）

事務・経理

株式会社　友田組

1974年5月

売上高

従業員

活動規模

事務所床面積

活動：　建設業（土木、とび・土工）
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＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境方針の作成と社員への周知
③ 環境管理責任者の任命
④ 実施体制の構築
⑤ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑥ 全体の評価と見直し
⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知

環境管理責任者
① 環境経営活動の推進
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 経営者への進捗報告
④ 教育の実施

EA-21活動事務局
① 各部門のデータのまとめ
② 環境経営計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 環境関連法規等最新版管理
⑥ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行・訓練の実施
⑦ 文書・記録の管理

各部門
① 環境経営計画の実施
② 月別部門データの集計・報告
③ 問題点の把握と是正の実施
④ 従業員教育

大沼　さゆり 薗田　智

事務・経理部門 現場部門

藤中　康彦

Ⅱ　実施体制

作成者：大沼　さゆり

（エコリーダー） （エコリーダー）

作成日：2022年4月30日

経営責任者
（代表取締役）

友田　宏義

環境管理責任者

大沼　さゆり

EA-21活動事務局

２



《環境理念》

《環境方針》
１．

　

① CO2削減の為の省エネ活動に取り組みます。

② 廃棄物の削減活動と再資源化推進の活動に取り組みます。

③ 水資源を有効活用し、節水に努めます。

④ グリーン購入の推進活動に取り組みます。

⑤ 建設工事は環境に配慮した工事を実施いたします。

⑥ 建設リサイクル法による適正処理をいたします。

3． 環境に関する法規制を遵守致します。

４． 環境経営を継続的に改善します。

５．

制定年月日 2021年4月30日

株式会社　友田組

代表取締役 友田　宏義

この方針を全社員に周知徹底し、自主的・積極的に環境保全に取り組む意
思の向上に努めます。

Ⅲ　環境経営方針

当社は、株式会社友田組の社是・社訓、経営理念に基づき、本業である建設工事の
事業活動を通じて、地球温暖化問題など環境への様々な影響を認識しています。安
全で安心していただける工事を積極的に取り組み、地域の方々に提供することが当
社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取組んでま
いります。

事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を　推進
いたします。

環境に配慮した活動の目標を設定し、環境経営目標の達成状況及び活動経営
計画の実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改善
致します。

２．

３



１．2022年度（2022年5月〜2023年4月）の環境経営目標

基準期間

2020年5月〜
2021年4月

基準値 目標削減率 目標値

kg‐CO2 4,554 -2% 4,463 　

電力 kWh 5,254 -2% 5,149

ガソリン Ｌ 705 -2% 691

灯油 Ｌ 218 -2% 214

kg‐CO2 106,593 -2% 104,461

電力 kWh 150 -2% 147

ガソリン Ｌ 2,482 -2% 2,432

軽油 Ｌ 39,057 -2% 38,276

一般廃棄物排出量 ｔ 1.33 -2% 1.30

産業廃棄物排出量 ｔ 1,406 -2% 1,377

㎥ 6.00 -2% 5.88

件 未実施 3件以上

建設副産物リサイクル率向上 ％ 99.9 95以上

環境配慮工事の提案 件 未実施 3件以上

２．中期の環境経営目標

基準値

2020年度 2023年度 2024年度 2025年度

2020年5月〜
2021年4月

2023年5月
〜

2024年4月

2024年5月
〜

2025年4月

2025年5月
〜

2026年4月

kg‐CO2 4,554 -3% -4% -4%

電力 kWh 5,254 -3% -4% -4%

ガソリン Ｌ 705 -3% -4% -4%

灯油 Ｌ 218 -3% -4% -4%

kg‐CO2 106,593 -3% -4% -4%

電力 kWh 150 -3% -4% -4%

ガソリン Ｌ 2,482 -3% -4% -4%

軽油 Ｌ 39,057 -3% -4% -4%

一般廃棄物排出量 ｔ 1.33 -3% -4% -4%

産業廃棄物排出量 ｔ 1,406 -3% -4% -4%

㎥ 6.00 -3% -4% -4%

件 未実施 4件以上 5件以上 5件以上

建設副産物リサイクル率向上 ％ 99.9 95以上 95以上 95以上

環境配慮工事の提案 件 未実施 4件以上 4件以上 4件以上

１．
「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績－　2021.1.7環境
省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

建設資材等のグリーン購入

廃棄物排出量

内訳

環境に配慮した自社
の取り組み

＜備考＞

Ⅳ　環境経営目標

環境に配慮した自社
の取り組み

建設資材等のグリーン購入

項目 単位

単位
2022年5月

〜
2023年4月

項目

二酸化炭素排出量（事務所）

水道使用量

取組期間

内訳

目標年度

二酸化炭素排出量（建設現場）

二酸化炭素排出量（建設現場）

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績－　2021.1.7環境
省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

水道使用量

内訳

廃棄物排出量

二酸化炭素排出量（事務所）

＜備考＞

内訳

４



5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

① 消灯の徹底（不要な照明をこまめに消灯）

② 不要な場合はテレビ・パソコンを消す

① クールビズ、ウォームビズ

② 使用していない部屋の空調停止

① エコドライブ

② エコ整備

③ 日常・定期点検の実施

① アイドリングストップ

② 省エネ重機の使用

灯油 ストーブ 大沼 ① こまめな温度調整をする

① コピー用紙の両面使用

② 集約化購買

③ FAXのPDF化

④ 廃棄物の分別とリサイクル

① 廃棄物の分別化

③ 電子マニフェストの導入

① 節水表示

② 元栓を絞る

建設副産物リ
サイクル率向
上

藤中 ① リサイクル材の購入検討

① 特定工事での施工計画への反映の検討

② 環境配慮工事の提案の検討

① 詰め替え用ペンの購入・使用

② 環境に配慮したコピー用紙の購入・使用

① 再生骨材の購入・使用

② 環境配慮型消火器の購入・使用

地域貢献 藤中 ① 近隣道路清掃

Ⅴ　環境経営計画

責任者

二酸化炭素排
出量の削減

活動項目

乗用車
トラック

目標 区分 項目

薗田

薗田

空調 大沼

スケジュール

購入電力

大沼照明

上水

重機

ガソリン
　・
軽油

事務所

現場

グリーン購入の
推進

事務所 大沼

環境に配慮した
自社の取り組み

環境配慮工事
の提案

藤中

現場 藤中

水道使用量

大沼

薗田

大沼

廃棄物排出量
の削減

５



①取組期間（2022年5月〜2023年4月）の環境経営目標の実績

基準期間

2020年5月
〜

2021年4月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値 評価

kg‐CO2 4,554 -2% 4,463 3,995 -10.48 % 〇

電力 kWh 5,254 -2% 5,149 4,805 -6.68 % 〇

ガソリン Ｌ 705 -2% 691 555 -19.66 % 〇

灯油 Ｌ 218 -2% 214 215 0.64 % ×

kg‐CO2 106,593 -2% 104,461 100,038 -0.04 % 〇

電力 kWh 150.0 -2% 147.0 208 0.41 % ×

ガソリン Ｌ 2,482 -2% 2,432.4 2,222 -8.66 % 〇

軽油 Ｌ 39,057 -2% 38,275.9 36,740 -4.01 % 〇

一般廃棄物排出量 ｔ 1.33 -2% 1.3 2.36 81.37 % ×

産業廃棄物排出
量

ｔ 1,405.5 -2% 1,377.4 258.9 -81.21 % 〇

㎥ 6.00 -2% 5.9 7.00 19.05 % ×

件 未実施 3件以上 未実施 ×

建設副産物リサイ
クル率向上

％ 99.9 95以上 39.9 ×

環境配慮工事の
提案

件 未実施 3件以上 1 ×

2．評価　〇印：達成，×印：未達成

＜評　価＞

ガソリン

電力

ガソリン

軽油

電力

建設資材等のグ
リーン購入

建設副産物リサイク
ル率向上

環境配慮工事の提
案

　　４ページの中期の環境経営目標の2023年度の環境経営目標値のとおり

１．実質削減率＝[（実績値－目標値）／目標値]×100

建設資材等のグ
リーン購入及び環
境配慮工事の提
案

事務所

「情報共有システム」により電子データでの提出を進めていった結果、事務所での使用料が減少した。

エアコンの使用や消灯をこまめに行い節電に努めることができた。今後についても節電に心がける。

工事の規模により、使用する重機を選定し、効率を考えて作業を行った結果、軽油使用料の削減に繋がった。

昨年度に引き続き、仕事終了後の資材置き場における片付け作業が多かった。段取り良く整理する様に心がける。ま
た、再度取組内容を全員に説明する。節電のステッカー等をわかりやすく設置する。

再生建設資材の優先的使用

工事により、廃材の種類が異なり、リサイクル率が低下した。

単位

実績
削減率

①低騒音型・排出ガス対策型の建設機械の使用
②建設副産物の適正処理及び再利用の促進

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

②次年度の環境経営目標

廃棄物排出量

水道使用量

建設資材等のグリーン購入

二酸化炭素排出量（建設現場）

環境に配慮した
自社の取り組み

＜備考＞

運用期間

内訳

2022年5月
〜

2023年4月

二酸化炭素排出量（事務所）

内訳

現場での使用料は目標値よりも下回った。引き続きエコドライブの教育を意識し、可能な範囲で使用量を削減する。

現場

項目

６



今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

① 消灯の徹底（不要な照明をこまめに消灯） ○ 徹底されている 継続実施

② 不要な場合はテレビ・パソコンを消す ○ 徹底されている 継続実施

① クールビズ、ウォームビズ ○ 朝礼時説明 継続実施

② 使用していない部屋の空調停止 ○ 朝礼時説明 継続実施

① エコドライブ ○ 朝礼時説明 継続実施

② エコ整備 △ 省エネオイルOK 継続実施

③ 日常・定期点検の実施 △ 日常点検マンネリ化 継続実施

④ 効率的な運搬ルートの検討 ○ 現場ごとに確認している 継続実施

① アイドリングストップ ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

② 省エネ重機の使用 ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

③ 建設機械の事前事後の点検整備 ○ 作業前後に徹底されている 継続実施

④ 効率的な施工方法や作業方法の検討 ○ 現場ごとに確認している 継続実施

① コピー用紙の両面使用 ○ 裏紙使用 継続実施

② 集約化購買 ○ 徹底されている 継続実施

③ FAXのPDF化 ○ 徹底されている 継続実施

④ 廃棄物の分別とリサイクル △ 分別基準と実施 継続実施

⑤ 封筒の再利用 ○ 徹底されている 継続実施

⑥ 名刺の自社製作 × 継続実施

⑦ エコキャップ運動の参加 ○ 徹底されている 継続実施

① 廃棄物の分別化 ○ 徹底されている 継続実施

② 電子マニフェストの導入 ○ 導入 継続実施

水道使用量 上水 大沼 ① 節水表示 ○ 表示OK 継続実施

建設副産物リ
サイクル率向
上

藤中 ① リサイクル材の購入 ○ 検討実施 継続実施

① 特定工事での施工計画への反映の検討 ○ 検討実施 継続実施

② 環境配慮工事の提案の検討 ○ 検討実施 継続実施

① 詰め替え用ペンの購入・使用 ○ 検討実施 継続実施

② 環境に配慮したコピー用紙の購入・使用 ○ 検討実施 継続実施

① 再生骨材の購入・使用 ○ 検討実施 継続実施

② 環境配慮型消火器の購入・使用 - 検討 継続実施

地域貢献 藤中 ① 近隣道路清掃 ○ 継続実施

＜備考＞

１．評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

大沼

大沼

薗田

環境配慮工
事の提案

大沼

薗田
乗用車
トラック
ホーク

ガソリン
　・
軽油

現場

重機 薗田

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

評　価
区分 項目

（運用期間：2021年5月～2022年4月）

目的 責任者 活動項目

二酸化炭素排出量の
削減

現場 藤中

事務所 大沼

グリーン購入の推進

環境に配慮した自社
の取り組み

空調

事務所

廃棄物排出量の削減

購入電力

照明

藤中

７



2F事務所にLED設置

◆経営資源の投入◆

Ⅷ　 当社の取組み

社内注意書きで社員の意識づけ【資材置場内】

社内注意書きで社員の意識づけ【事務所内】

８



◆地域との融合◆

近隣清掃

地域貢献

９



評価日：2023年8月24日

評価者：環境管理責任者　藤中　康彦

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

区
分

名称 条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

第6条の2第6項 市町のルールに従った分別と搬出及び業者委託 業者委託時は許可証確認（契約書作成が望ましい） ○

第12条第5項 産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託契約 契約書の締結及び保存 ○

第12条第9、10項
産業廃棄物多量排出事業者の処理計画及び実施状
況報告

6月30日までに許可権者に報告（前年度発生量が千ト
ン超のとき）

○

第12条の3第1項 マニフェストの交付 Ａ票（委託時、電子マニは３日以内） ○

第12条の3第2､6項 マニフェストの保管 Ａ票～Ｅ票：５年間 ○

第12条の3第6項 マニフェストの期間内返却の確認 Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以内 ○

第12条の3第7項 産業廃棄物管理票交付等状況報告 6月30日までに許可権者に報告（電子マニ分は猶予） ○

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第9条
対象建設工事受注者又は自主施工者の分別解体等
の実施

解体工事-床面積合計80㎡以上
新築・増築工事-床面積合計500㎡以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等－請負代
金額500万円以上）

○

第10条
対象建設工事の発注者又は自主施工者の対象工事
の届出

発注者に工事計画等を説明し工事着手7日前までに
市長に届出書を提出

○

第12条 対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明 ○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施 ○

第18条
対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設
資材廃棄物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告 ○

第31条 技術管理者の設置（解体工事の監督） ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法（特定
家庭用機器再商品化
法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への
適切な引き渡し、料金の支払

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時のサイクル料金
の支払

該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条
冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施

企業・法人の管理者が確認 ○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き
渡し義務

該当なし

第3条の１ 国土交通大臣に対する一般建設業の許可の申請 ○

第25条第１項 主任技術者の設置 ○

第25条第2項 管理技術者の設置 ○

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 資格は問わない ○

第10条 実地確認の実施と記録保存
処分委託先の年１回の実地確認と記録作成５年間保
存（委託先が優良認定業者であるときは免除）

○

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。

廃棄物処理法（廃棄物
の処理及び清掃に関す
る法律）

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

１．環境関連法規の遵守状況

２．違反、訴訟等の有無

該当なし

浄化槽法

自動車リサイクル法（使
用済自動車の再資源化
等に関する法律）

法
律

静
岡
県
条
例

建設業法

フロン排出抑制法（フロ
ン類の使用の合理化及
び管理の適正化に関す
る法律）

静岡県産業廃棄物の適
正な処理に関する条例

建設リサイクル法（建設
工事に係る資材の再資
源化等に関する法律）

１０



作成　 2023年8月24日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

株式会社　友田組

代表取締役　　友田　宏義

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

特に問題ありませんでした。

問題点の是正・予防措置の実施状況 年間を通した実施状況が明確になり、問題点が把握できました。

環境経営計画 未達成の目標については環境経営計画を見直し手段を増やすこと

その他（                                 ）

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年8月24日

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 事務所と現場の目標達成状況に差が出ました。

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます。

記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　今期の取り組みにおいて目標に達した項目が増えたが、事務所における電力使用量が、現場においては電力、ガソリン、軽油使用
料が昨年度の使用料より増加した。この主な原因としては、昨年より気温が上昇し事務所でのエアコン使用料の増加、現場において
は工事現場により使用機械の違いで使用料が大幅に増加した。
　目標値から見ると、事務所においては灯油使用量以外が目標値を達成することが出来た。要因としては、県の情報共有システムの
利用で電子データでの書類提出が可能になったことが挙げられる。現場では、人力での丁張作業時間短縮のため、バックホウにレト
ロフィットキットを取り付け作業時間を短縮し、作業に当たっていた作業員を他の作業に当たらせることが出来るようになった。
　まだ、始めて2年ですが環境経営方針や環境マネジメントシステムその他については変更の必要性はないと判断します。今後につい
ても、下記のように目標を達成するよう環境経営計画等を引き続き見直すことを環境管理責任者に指示しました。今後も従業員にエコ
アクションの取り組みについて今一度説明を行いより一層環境経営計画に積極的に取り組んでいきます。

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

その他のシステム要素

環境経営方針

その他（外部への対応）

環境経営目標

環境に関する組織（実施体制含め）

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔
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